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研究成果の概要（和文）：主な研究業績としては，国際学会での公表を5回実施し〔Uwaizumi（omit）: 
Adaptation of Social Emotions for Introducing Tactical Periodization into Japanese Soccer.
ICDPECY-20, 2020, London,etc〕，国内外の学会誌にも数編の原著論文の掲載を行なった（上泉ほか「サッカー
のゲームの分析のための原理論構築に向けたスポーツ現象学に関する研究」身体運動文化研究，第25巻，1-19
頁，2020など）。また期間内に国内研究会を3度開催し，著書出版についても具体的な立案を行なった。

研究成果の概要（英文）：As a major research achievement, the research representatives presented 
several international conferences [Uwaizumi (omit): Adaptation of Social Emotions for Introducing 
Tactical Periodization into Japanese Soccer.ICDPECY-20, 2020, London, etc.] We published several 
original papers in academic journals (Kamiizumi et al. "Study on sports phenomenology toward the 
construction of original theory for analysis of soccer games", Physical movement culture research, 
Volume 25, 1- 19, 2020). We also held three domestic study groups within the period and made 
concrete plans for the publication of books.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，身体教育学やスポーツ科学の観点から、従来の「現象学的身体論」の理論的拡張を試みた。また
「インクルーシブスポーツ」の＜身体知＞の解明を通して言語論と行為論の架橋を行ない，「インクルーシブス
ポーツ」の観点から、健常者スポーツの根源的な性質を探ることができた。その結果，本研究が，＜身体知＞の
形成を理念とする体育授業を通して、SNS等の文字言語や映像文化に偏重した若者のコミュニケーション能力を
改善させ，年齢や障がいの有無を問わず、異なる人を受け入れかつその人たちの持つ力を組織に貢献できるよう
にする「ダイバーシティ＆インクルージョン」の理念の実現の一助となることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

「インクルーシブスポーツ」の特徴は，健常者のスポーツのルールを高齢者や障がい者でも

参加できるように変更し，両者が等しくプレーできる競技環境を保証している点である。しか

い反対に，健常者は，普段とは異なる不自由な環境に置かれることで，新たな身体感覚が研ぎ

澄まされ，特殊なコミュニケーション能力を要求されるといった点も見過ごすことはできな

い。たとえば，ブラインドサッカーにおいては，健常者であっても，日常生活の中で約8割の情

報を受け取っていると言われる視覚をアイマスクで閉ざすことで，障がい者に近い感覚を味わ

い，情報認知やコミュニケーションについて自らの考えを深めることが可能である。本研究

は，こうした障がいの有無に関係なく参加できる「インクルーシブスポーツ」（とりわけ，対

戦型集団球技スポーツ）の特性を，健常者スポーツの本質理解や指導実践に役立てることで，

体育授業における教師の言語教示や生徒のコミュケーションスキルの質的向上のための教育プ

ログラムの構築を目指すものであった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，障がいの有無に関係なく参加できる「インクルーシブスポーツ」の特性を，健常

者スポーツの本質理解や指導実践に役立てることで，体育授業における教師や生徒のコミュニ

ケーションスキル向上のための教育プログラムの構築を目指すものであった。とくに「インク

ルーシブスポーツ」の＜身体知＞（言葉では表せない身体の作動・暗黙知）は，従来の「現象

学的身体論」を理論的に拡張させ，これを新たに教育現場にも実践的に適用させる可能性を有

している。また，この教育プログラムの実践は，健常者の障がい理解を深めるだけでなく，ス

ポーツを通して様々な人々の社会参加を可能にする「ダイバーシティ＆インクルージョン」の

理念の実現にもつながっていくと考えられる。 

 
 
３．研究の方法 
 

本研究では，身体教育学やスポーツ科学の観点から，従来の「現象学的身体論」の理論的拡

張を試みた。また「インクルーシブスポーツ」の＜身体知＞の解明を通して，言語論と行為論

の架橋を行ない，「インクルーシブスポーツ」の観点から，主として「フットボール」におけ

る認知行動に独自の性質を探ることとした。さらに，本研究は，上の理論的基盤に基づきなが

ら，＜身体知＞の形成を理念とする「サッカー」や「ブラインドサッカー」の体育授業を通し

て，SNS等の文字言語や映像文化に偏重した若者のコミュニケーション能力を改善させ，年齢

や障がいの有無を問わず，異なる人を受け入れかつその人たちの持つ力を組織に貢献できるよ

うにする「ダイバーシティ＆インクルージョン」の理念の実現の一助となるような，教授方法

論的の模索も同時に行った。 

 
 
４．研究成果 
 

本研究では，4年間を通じて，現象学や知識生態学，戦術的ピリオダイゼーション理論などの

理論的研究，および，スペイン（バルセロナ）やポルトガル（リスボン・ポルト），イングラン

ド（ロンドン），フランス（リール）におけるトップレベルのサッカーやブラインドサッカーの

現地調査・インタヴュー調査・映像分析などの実証的研究により，「手が使えない」（ある意味



で障がい者）スポーツとしてのサッカーと「眼が見えない」ブラインドサッカーに独自の「ス

ポーツ的共通感覚」が存在し，足で行うスポーツに独特の＜触知＞が形成されていることを明

らかにした。これらの概念内容については，今後さらに精緻な分析が必要であり，実際の体育

授業への適用有効性データのさらなる集積が求められる。なお，主な研究業績として，研究代

表者らは国際学会における研究成果の公表を5回実施したほか〔Uwaizumi（omit）: Adaptation of 

Social Emotions for Introducing Tactical Periodization into Japanese Soccer.ICDPECY-20, 2020, 

London,etc〕，著書1冊を出版し〔木庭康樹（分担執筆）『左と右・対称性のサイエンス』丸善出

版，2017年〕，国内外の学会誌にも10編以上の原著論文の掲載を行なった（上泉ほか「サッカー

のゲームの分析のための原理論構築に向けたスポーツ現象学に関する研究」身体運動文化研

究，第25巻，1-19頁，2020など）。また期間内に国内研究会を3度開催し，本研究の全成果をま

とめた著書の出版についても具体的な立案を行なった。 
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